
概
要

投
資
の
自
由
化

１

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
に
基
づ
く
事
前
届
出
の
要
件
及
び
審
査
の
手
続
は
、
日
本
国
内
の
生
物
学
的
製
剤

製
造
業
へ
の
投
資
を
行
お
う
と
す
る
外
国
投
資
家
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、「
生
物
学
的
製
剤

製
造
業
」
と
は
、
ワ
ク
チ
ン
、
血
清
、
毒
素
、
抗
毒
素
又
は
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
製
剤
及
び
血
液
製
剤
を
製
造
す

る
事
業
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
経
済
活
動
を
い
う
。

２

審
査
に
つ
い
て
は
、
当
該
投
資
が
国
の
安
全
を
損
な
い
、
公
の
秩
序
の
維
持
を
妨
げ
、
又
は
公
衆
の
安
全
の
保

護
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
な
る
事
態
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
実
施
す
る
。

３

投
資
家
は
、
当
該
審
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
投
資
の
内
容
の
変
更
又
は
投
資
に
係
る
手
続
の
中
止
を
要
求
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

十
六

分
野

製
造
業

小
分
野

皮
革
製
造
業
及
び
皮
革
製
品
製
造
業

産
業
分
類

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

一
一
八
九
＊
１

他
に
分
類
さ
れ
な
い
衣
服
・
繊
維
製
身
の
回
り
品
製
造
業

（
注
）

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

一
六
九
四
＊
２

ゼ
ラ
チ
ン
・
接
着
剤
製
造
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

一
九
二

ゴ
ム
製
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
履
物
・
同
附
属
品
製
造
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

二
〇
一
一

な
め
し
革
製
造
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

二
〇
二
一

工
業
用
革
製
品
製
造
業
（
手
袋
を
除
く
。）

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

二
〇
三
一

革
製
履
物
用
材
料
・
同
附
属
品
製
造
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

二
〇
四
一

革
製
履
物
製
造
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

二
〇
五
一

革
製
手
袋
製
造
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

二
〇
六
一

か
ば
ん
製
造
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

二
〇
七

袋
物
製
造
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

二
〇
八
一

毛
皮
製
造
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

二
〇
九
九

そ
の
他
の
な
め
し
革
製
品
製
造
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

三
二
五
三
＊
１

運
動
用
具
製
造
業

注

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
番
号
に
付
さ
れ
た
星
印
１
（
＊
１
）
は
、
こ
れ
ら
の
番
号
に
定
め
る
活
動
の
う
ち
、
こ
の
留
保
の

対
象
と
な
る
活
動
が
皮
革
製
造
業
及
び
皮
革
製
品
製
造
業
に
関
連
す
る
活
動
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。
Ｊ
Ｓ
Ｉ

Ｃ
の
番
号
に
付
さ
れ
た
星
印
２
（
＊
２
）
は
、
こ
の
番
号
に
定
め
る
活
動
の
う
ち
、
こ
の
留
保
の
対
象
と
な
る
活

動
が
動
物
系
接
着
剤
（
に
か
わ
）
及
び
ゼ
ラ
チ
ン
製
造
業
に
関
連
す
る
活
動
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。

関
連
す
る
義
務

内
国
民
待
遇
（
第
八
・
八
条
）

政
府
の
段
階

中
央
政
府

措
置

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
二
十
七
条
（
注
）

注

こ
の
留
保
の
適
用
上
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
二
十
六
条
に
定
め
る
「
対
内
直
接
投
資
」の
定
義
は
、

こ
の
留
保
の
解
釈
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
条

概
要

投
資
の
自
由
化

１

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
に
基
づ
く
事
前
届
出
の
要
件
及
び
審
査
の
手
続
は
、
日
本
国
内
の
皮
革
製
造
業
及

び
皮
革
製
品
製
造
業
へ
の
投
資
を
行
お
う
と
す
る
外
国
投
資
家
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

審
査
に
つ
い
て
は
、
当
該
投
資
が
日
本
経
済
の
円
滑
な
運
営
に
著
し
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
事
態
を

引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
実
施
す
る
。（
注
）

注

こ
の
概
要
に
お
い
て
、
こ
の
附
属
書
の
日
本
国
の
表
の
十
一
の
項
、
十
三
の
項
、
十
五
の
項
、
三
十
七
の

項
、
四
十
三
の
項
、
四
十
四
の
項
、
五
十
二
の
項
及
び
五
十
四
の
項
に
規
定
す
る
「
国
の
安
全
」
に
言
及
し

て
い
な
い
こ
と
は
、
第
一
・
五
条
の
規
定
が
当
該
審
査
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
又
は
日
本
国
が
当
該

審
査
を
正
当
化
す
る
た
め
に
同
条
の
規
定
を
援
用
す
る
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
。

３

投
資
家
は
、
当
該
審
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
投
資
の
内
容
の
変
更
又
は
投
資
に
係
る
手
続
の
中
止
を
要
求
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

十
七

分
野

船
舶
の
国
籍
に
関
す
る
事
項

小
分
野

産
業
分
類

関
連
す
る
義
務

市
場
ア
ク
セ
ス
（
第
八
・
七
条
及
び
第
八
・
十
五
条
）

内
国
民
待
遇
（
第
八
・
八
条
及
び
第
八
・
十
六
条
）

経
営
幹
部
及
び
取
締
役
会
（
第
八
・
十
条
）

政
府
の
段
階

中
央
政
府

措
置

船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
一
条

概
要

投
資
の
自
由
化
及
び
国
境
を
越
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易

１

日
本
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
を
運
航
す
る
登
録
会
社
の
設
立
を
通
じ
て
国
際
海
上
運
送
サ
ー
ビ
ス
（
旅
客
及
び

貨
物
の
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。）を
提
供
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
国
籍
要
件
を
適
用
す
る
。

２

「
国
籍
要
件
」
と
は
、
日
本
国
の
国
民
又
は
日
本
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
っ
て
、
そ
の

代
表
者
の
全
員
及
び
業
務
を
執
行
す
る
役
員
の
三
分
の
二
以
上
が
日
本
国
の
国
民
で
あ
る
も
の
に
よ
り
、
船
舶
が

所
有
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

十
八

分
野

計
量
サ
ー
ビ
ス

小
分
野

産
業
分
類

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

七
四
四
一

商
品
検
査
業

Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

七
四
五

計
量
証
明
業

関
連
す
る
義
務

市
場
ア
ク
セ
ス
（
第
八
・
十
五
条
）

政
府
の
段
階

中
央
政
府

措
置

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
三
章
、
第
五
章
、
第
六
章
及
び
第
八
章

計
量
法
施
行
規
則
（
平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
六
十
九
号
）

指
定
定
期
検
査
機
関
、
指
定
検
定
機
関
、
指
定
計
量
証
明
検
査
機
関
及
び
特
定
計
量
証
明
認
定
機
関
の
指
定
等
に
関

す
る
省
令
（
平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
二
号
）

概
要
（
注
）

国
境
を
越
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易

１

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
日
本
国
内
に
法
人
を
設
立
し
、
当
該
定

期
検
査
を
行
お
う
と
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
場
所
が
特
定
市
町
村
の
区
域
に
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
特
定
市
町
村
の
長
）
の
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
計
量
器
の
検
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
日
本
国
内
に
法
人
を
設
立
し
、
経
済
産
業
大

臣
の
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

計
量
証
明
事
業
（
特
定
計
量
証
明
事
業
を
含
む
。）を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
日
本
国
内
に
事
業
所
を
設
置
し
、

そ
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

計
量
証
明
に
使
用
す
る
特
定
計
量
器
の
検
査
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
日
本
国
内
に
法
人
を

設
立
し
、
当
該
検
査
を
行
お
う
と
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

特
定
計
量
証
明
事
業
者
に
対
す
る
認
定
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
日
本
国
内
に
法
人
を
設
立
し
、
経
済
産
業
大

臣
の
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

計
量
器
の
校
正
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
日
本
国
内
に
法
人
を
設
立
し
、
経
済
産
業
大
臣

の
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注

こ
の
留
保
の
適
用
上
、

⒜

「
計
量
器
」
と
は
、
計
量
を
す
る
た
め
の
器
具
、
機
械
又
は
装
置
を
い
う
。

⒝

「
特
定
計
量
器
」
と
は
、
取
引
若
し
く
は
証
明
に
お
け
る
計
量
に
使
用
さ
れ
、
又
は
主
と
し
て
一
般
消
費
者

の
生
活
の
用
に
供
さ
れ
る
計
量
器
の
う
ち
、
適
正
な
計
量
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
そ
の
構
造
又
は
器
差
に

係
る
基
準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

⒞

３
に
規
定
す
る
要
件
が
適
用
さ
れ
る
「
計
量
証
明
事
業
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
い
、
そ
の
登
録
に
つ
い
て

は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
業
の
区
分
に
従
っ
て
行
う
。
た
だ
し
、
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
又
は
独

立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
で
あ
っ
て

当
該
計
量
証
明
の
事
業
を
適
正
に
行
う
能
力
を
有
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
が
当
該
計
量
証
明
の

事
業
を
行
う
場
合
及
び
政
令
で
定
め
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
そ
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
登
録
、
指
定

そ
の
他
の
処
分
を
受
け
た
者
が
当
該
業
務
と
し
て
当
該
計
量
証
明
の
事
業
を
行
う
場
合
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

運
送
、
寄
託
又
は
売
買
の
目
的
た
る
貨
物
の
積
卸
し
又
は
入
出
庫
に
際
し
て
行
う
そ
の
貨
物
の
長
さ
、
質

量
、
面
積
、
体
積
又
は
熱
量
の
計
量
証
明
（
船
積
貨
物
の
積
込
み
又
は
陸
揚
げ
に
際
し
て
行
う
そ
の
貨
物
の

質
量
又
は
体
積
の
計
量
証
明
を
除
く
。）の
事
業

濃
度
、音
圧
レ
ベ
ル
そ
の
他
の
物
象
の
状
態
の
量
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
計
量
証
明
の
事
業（

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

⒟

「
特
定
計
量
証
明
事
業
」
と
は
、
⒞

に
規
定
す
る
物
象
の
状
態
の
量
で
あ
っ
て
極
め
て
微
量
の
も
の
の
計

量
証
明
を
行
う
た
め
に
高
度
の
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
業
を
い
う
。
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